
                                         

令和７年度南アルプスかわね地域循環共生圏基本構想策定業務委託務 

企画提案審査要領 
 

１ 審査を行う者 

  令和７年度南アルプスかわね地域循環共生圏基本構想策定業務委託提案審査委

員会の委員６名により審査を行う。 
 

２ 審査の手順 

(1) 各委員は応募者の企画提案書等の内容について、下記評価基準を参考に、別表

１の評価項目ごとに５点から１点までの５段階又は３段階で評価点を付する。 

(2) 各委員は、(1)の評価点と評価項目ごとに定めた係数との積を算出し、それら

の和により応募者ごとの評価点合計を算出する。 

(3) 各委員は、全ての応募者の評価点合計の高い順から各応募者の順位を付ける。 

(4) 事務局は、各委員の評価を取りまとめた集計表を作成する。 

(5) 各委員は、集計表により審議し、契約予定者及び次点契約予定者を特定する。 

  その際、契約予定者及び次点契約予定者は各委員の評価点合計の平均値が 60

点以上であることを必要とする。 

 

３ その他 

  応募者が１者の場合であっても審査を行い、評価結果を踏まえ、契約予定者の

特定を判断する。その際、契約予定者の特定には評価点合計の平均点が 60点以上

であることを必要とする。 

 

【評価基準】 

点数 採点基準 

５ 特に優れている（委託の趣旨以上の効果が期待できる） 

４ 優れている（委託の趣旨の効果が期待できる） 

３ 普通（委託の趣旨に概ね合致している） 

２ 劣る（委託の趣旨を一部満たしていない） 

１ 著しく劣る（委託の趣旨を満たしておらず、効果が期待できない） 

 



【評価項目】 

 

評価項目 
配点 

(点) 

１ 業務実施体制及びスケジュール、業務実績 15 

 (1) 業務を確実かつ迅速に遂行するための体制が確保されているか。 5 

 (2) 業務実施スケジュールの妥当性が高く、その内容が優れているか。 5 

 (3) 本業務を効果的に実施するにあたり十分な実績を有しているか。 5 

２ 企画提案内容 80 

 

(1) 現状調査と課題の把握 20 

ア 町の有する課題や考えについて、過去データ等を活用して適切に分

析することが期待できるか。 
10 

イ 町民及び関係者に対し、効果の高いヒアリング調査の実施を期待で

きるか。 
5 

ウ 町の課題解決のため、課題が類似する他自治体の事例収集を期待で

きるか。 
5 

(2) ワークショップの設計と戦略的方向性の整理 30 

ア 多様なステークホルダーが参加するワークショップを運営するため

の企画・設計を期待できるか 
10 

イ ワークショップの議題テーマについて、適切に理解し、実効性の高い

運営の支援をすることが期待できるか。 
10 

ウ ワークショップで出された意見を集約し、戦略的方向性を提案する

ことが期待できるか。 
10 

(3) 南アルプスかわね地域循環共生圏基本構想の策定 30 

ア ①賑わい創出②産業振興③企業誘致の 3 つの視点により、川根らし

さを活かした地域活性化策を提案することを期待できるか。 
15 

イ 旧中川根第一小学校を活用するための基本構想について、実現可能

な提案をすることが期待できるか。 
15 

３ 参考見積価格 5 

 各業務に係る経費が明確に示されており、適切な金額となっているか。 5 

合  計 100 

（別表１） 


